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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】身体の背中部だけでなくその背中部以外の部分
も効率良く洗える入浴用タオルを提供する。
【解決手段】表面が粗い合成繊維からなる長尺帯状布体
１の中央部両側縁どうしを縫製糸で縫い合わせることに
より筒状タオル本体６が形成されると共に、その布体１
の両端部がタオル本体６の両端に一体形成された一対の
把持部７とされ、前記タオル本体６内に伸縮可能な弾性
芯材８が挿入されており、身体の背中部を洗う場合には
、把持部７を両手で把持し、タオル本体６を背中部に当
てつけ、そのタオル本体６を上下斜め方向に押し引きす
る。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　表面の粗い合成繊維からなる長尺帯状布体の両端部を把持して該布体の中央部で身体の
背中部を洗うようにした入浴用タオルにおいて、前記布体の中央部両側縁どうしを縫い合
わせることにより筒状タオル本体が形成されると共に、その布体の両端部がタオル本体の
両端に一体形成された一対の把持部とされ、前記タオル本体内に伸縮可能な弾性芯材が挿
入されてなる入浴用タオル。
【請求項２】
　前記弾性芯材が、柔軟な吸水性布体の両側縁を縫い合わせて筒状に形成した収納筒と、
該収納筒内に収納した発泡合成樹脂材からなる複数の弾性細芯材とからなる請求項１に記
載の入浴用タオル。
【請求項３】
　前記布体の各把持部とタオル本体との間にストッパリングが外嵌されてなる請求項１ま
たは２に記載の入浴用タオル。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は入浴用タオルに関し、特に、身体の背中部だけでなくその背中部以外の部分も
効率良く洗うことができるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、入浴用タオルとして木綿や麻などの天然繊維からなる布体が一般に用いられてお
り、これは、柔らかくて肌に優しいが、石鹸の泡立ちが悪く、マッサージ効果や垢すり効
果が低い。
【０００３】
　そこで、ナイロン、アクリル、ポリエステルなどの表面が粗い合成繊維からなる長尺帯
状布体１（図６参照）でつくられた入浴タオルが用いられており、これによると、石鹸の
泡立ちが良く、肌に心地良く当たってマッサージ効果や垢すり効果もあり、しかも、布体
１を小さく丸めることにより身体の背中部以外の部分をくまなく洗うことができる。
【０００４】
　しかし、図６の使用状態の説明図に示すように、布体１の両端部を把持して該布体１の
中央部で身体の背中部を洗うときに、その布体１が１本の緊張した紐状になるため、背中
部の左右の肩甲骨間などの窪み部が洗い残されやすい。
【０００５】
　上記欠点を解消する技術として特許文献１に記載した入浴用タオルがある。これは、図
７の使用状態の説明図に示すように、タオル本体２と、該タオル本体２の両端部に連結し
た一対の把手部３とを有し、タオル本体２の中央に設けた袋部に凹凸ブロック４を収納し
たものであって、その凹凸ブロック４は、例えば発泡ポリエチレン製であって、長さが約
１１０ｍｍ、幅が約７０ｍｍ、厚さが約５０ｍｍの略ラグビーボール状に形成され、その
凹凸ブロック４の表面に直径及び長さが５ｍｍの突起部が５～１５ｍｍの間隔で多数突設
されている。
【０００６】
　この入浴タオルで身体の背中部を洗う場合には、図６に示すように、各把手部３を両手
で把持し、タオル本体２を背中部に当てつけ、そのタオル本体２を上下斜め方向に押し引
きする。これによれば、タオル本体２内の凹凸ブロック４で背中部の左右の肩甲骨間など
の窪み部を洗うことができる。
【特許文献１】特開２００６－１９８３８６号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
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　上記従来の構成では、中央に袋部を形成したタオル本体２及び一対の把手部３と特殊形
状の凹凸ブロック４とを有し、その各部品の形状が複雑で比較的高価であり、しかも部品
点数が多いので、製作費が高くつく。
【０００８】
　また、背中部の左右の肩甲骨間などの窪み部を洗うことができるかも知れないが、背中
部全体または背中部以外の部分を効率良く洗うことが難しい面があった。
【０００９】
　本考案は、上記従来の欠点に鑑み、安価な構造で身体の背中部だけでなくその背中部以
外の部分も効率良く洗うことができるようにした入浴用タオルを提供することを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するための構成を実施の形態に対応する図面に基づいて説明すると、請
求項１に記載の考案は、表面の粗い合成繊維からなる長尺帯状布体１の両端部を把持して
該布体１の中央部で身体の背中部を洗うようにした入浴用タオルにおいて、前記布体１の
中央部両側縁どうしを縫い合わせることにより筒状タオル本体６が形成されると共に、そ
の布体１の両端部がタオル本体６の両端に一体形成された一対の把持部７とされ、前記タ
オル本体６内に伸縮可能な弾性芯材８が挿入されている。
【００１１】
　請求項２に記載の考案によれば、請求項１に記載の考案において、前記弾性芯材８が、
柔軟な吸水性布体１の両側縁を縫い合わせて筒状に形成した収納筒８ａと、該収納筒８ａ
内に収納した発泡合成樹脂材からなる複数の弾性細芯材８ｂとからなっている。
【００１２】
　請求項３に記載の考案によれば、請求項１または２に記載の考案において、前記布体１
の各把持部７とタオル本体６との間にストッパリング９が外嵌されている。
【考案の効果】
【００１３】
　請求項１に記載の考案によれば、身体の背中部を洗う場合には、把持部７を両手で把持
し、タオル本体６を背中部に当てつけ、そのタオル本体６を上下斜め方向に押し引きすれ
ばよく、このとき、タオル本体６に挿入した伸縮可能な弾性芯材８が背中部の左右の肩甲
骨間などの窪み部に沿って弾性変位されるから、その窪み部にタオル本体６を密着させて
、そのタオル本体６により背中部の窪み部を確実に洗うことができる。
【００１４】
　また、身体の背中部以外の部分を洗う場合には、両把持部７をタオル本体６に重ね合わ
せて、その両把持部７とタオル本体６とを把持することにより、そのタオル本体６で身体
の背中部以外の部分をくまなく効率良く洗うことができる。
【００１５】
　この場合、両把持部７が薄い布体１で形成されているから、該両把持部７をタオル本体
６上に嵩張らないように容易に重ね合わせて、その両把持部７とタオル本体６とを確実に
把持することができる。
【００１６】
　更に、前記タオル本体６が表面の粗い合成繊維で形成されているから、石鹸の泡立ちが
良く、肌に心地良く当たってマッサージ効果や垢すり効果も得ることができる。
【００１７】
　しかも、タオル本体６及び両把持部７が安価な量産品である合成繊維からなる一枚の布
体１で形成され、その布体１の中央部両側縁どうしを縫い合わせて筒状に形成したタオル
本体６内に弾性芯材８が挿入されているだけであるから、部品点数が少なく、製作費を安
くすることができる。
【００１８】
　請求項２に記載の考案によれば、例えばフェルトなどの安価で市販の柔軟な吸水性布体
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の両側縁を縫い合わせるだけで収納筒８ａを形成することができ、その収納筒８ａ内に複
数の弾性細芯材８ｂを収納することにより所望径の弾性芯材８を形成することができ、弾
性細芯材８ｂとしても安価で市販の発泡合成樹脂材を使用することにより、製作費を安く
することができる。また、弾性細芯材８ｂは複数本収納されることによって、互いに長手
方向や幅方向に変位可能であるから、一本の芯材よりも洗い使用時におけるなじみ性が良
く、洗い効果を一層上げることができる。
【００１９】
　請求項３に記載の考案よれば、布体１の各把持部７とタオル本体６との間がストッパリ
ング９で仕切られているから、タオル本体６内の弾性芯材８が使用中に不測に位置ずれさ
れることがなく、使い勝手がよい。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１～図５は本考案の実施の一形態である入浴用タオルを示すものであって、図１は同
斜視図、図２（ａ）は同正面図、図２（ｂ）はＡ－Ａ矢視図、図２（ｃ）はＢ－Ｂ矢視図
、図２（ｄ）はＣ－Ｃ矢視図、図３は同分解斜視図、図４は使用状態の一例を示す説明図
、図５は使用状態の他の例を示す説明図である。
【００２１】
　図１～図３に示すように、ナイロン、アクリル、ポリエステルなどの表面が粗い合成繊
維からなる長尺帯状布体１の中央部両側縁どうしを縫製糸５で縫い合わせることにより筒
状タオル本体６が形成されると共に、その布体１の両端部がタオル本体６の両端に一体形
成された一対の把持部７とされ、前記タオル本体６内に伸縮可能な弾性芯材８が挿入され
ている。
【００２２】
　図２及び図３に示すように、前記弾性芯材８は、フェルトなどの柔軟な吸水性布体の両
側縁を縫製糸５で縫い合わせて筒状に形成した収納筒８ａと、該収納筒８ａ内に収納した
例えば発泡ポリエチレン、ポリウレタンフォーム、発泡ウレタンなどの発泡合成樹脂材か
らなる複数（この実施の形態では３本）の弾性細芯材８ｂとからなっている。
【００２３】
　この場合、例えばフェルトなどの安価で市販の柔軟な吸水性布体の両側縁を縫い合わせ
るだけで収納筒８ａを形成することができ、その収納筒８ａ内に複数の弾性細芯材８ｂを
収納することにより所望径の弾性芯材８を形成することができ、弾性細芯材８ｂとしても
安価で市販の発泡合成樹脂材を使用することにより、製作費を安くすることができる。ま
た、弾性細芯材８ｂは複数本収納されることによって、互いに長手方向や幅方向に変位可
能であるから、一本の芯材よりも洗い使用時におけるなじみ性が良く、洗い効果を一層上
げることができる。
【００２４】
　図２（ｃ）及び図３に示すように、布体１の各把持部７とタオル本体６との間に弾性金
属からなるストッパリング９が外嵌されている。
【００２５】
　この場合、布体１の各把持部７とタオル本体６との間がストッパリング９で仕切られて
いるから、タオル本体６内の弾性芯材８が使用中に不測に位置ずれされることがなく、使
い勝手がよい。
【００２６】
　入浴用タオルの形成手順を説明すると、複数の弾性細芯材８ｂを収納筒８ａに収納して
所望径の弾性芯材８を形成し、その弾性芯材８をタオル本体６内に挿入し、各ストッパリ
ング９を布体１に外嵌させてタオル本体６と各把持部７との間に位置決めする。
【００２７】
　入浴タオルで身体の背中部を洗う場合には、図４に示すように、把持部７を両手で把持
し、タオル本体６を背中部に当てつけ、そのタオル本体６を上下斜め方向に押し引きすれ
ばよく、このとき、タオル本体６に挿入した伸縮可能な弾性芯材８が背中部の左右の肩甲
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、そのタオル本体６により背中部の窪み部を確実に洗うことができる。
【００２８】
　身体の背中部以外の部分を洗う場合には、図５に示すように、両把持部７をタオル本体
６に重ね合わせて、その両把持部７とタオル本体６とを把持することにより、そのタオル
本体６で身体の背中部以外の部分をくまなく効率良く洗うことができる。
【００２９】
　この場合、両把持部７が薄い布体１で形成されているから、該両把持部７をタオル本体
６上に嵩張らないように容易に重ね合わせて、その両把持部７とタオル本体６とを確実に
把持することができる。
【００３０】
　上記構成によれば、タオル本体６が表面の粗い合成繊維で形成されているから、石鹸の
泡立ちが良く、肌に心地良く当たってマッサージ効果や垢すり効果も得ることができる。
【００３１】
　しかも、タオル本体６及び両把持部７が安価な量産品である合成繊維からなる一枚の布
体１で形成され、その布体１の中央部両側縁どうしを縫い合わせて筒状に形成したタオル
本体６内に弾性芯材８が挿入されているだけであるから、部品点数が少なく、製作費を安
くすることができる。
【００３２】
　上記した実施の一形態では、弾性芯材８を収納筒８ａと複数の弾性細芯材８ｂとで形成
したが、これに限定されるわけではなく、収納筒８ａを省略し、例えば発泡ポリエチレン
、ポリウレタンフォーム、発泡ウレタンなどからなる１つまた複数の発泡合成樹脂材で弾
性芯材８を形成してもよい。
【００３３】
　また、ストッパリング９に代えて、例えば縫製糸５を布体１の各把持部７とタオル本体
６との間に巻き付けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本考案の実施の一形態である入浴用タオルの斜視図である。
【図２】（ａ）は同正面図、（ｂ）はＡ－Ａ矢視図、（ｃ）はＢ－Ｂ矢視図、（ｄ）はＣ
－Ｃ矢視図である。
【図３】同分解斜視図である。
【図４】使用状態の一例を示す説明図である。
【図５】使用状態の他の例を示す説明図である。
【図６】従来の一例を示す使用状態の説明図である。
【図７】従来の他の例を示す使用状態の説明図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１　　　　布体
　５　　　　縫製糸
　６　　　　タオル本体
　７　　　　把持部
　８　　　　弾性芯材
　８ａ　　　弾性芯材の収納筒
　８ｂ　　　弾性芯材の弾性細芯材
　９　　　　ストッパリング
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